
1

○津波高

• ５０ｍメッシュに対し、１０ｍメッシュの津波高の変化は概ね

±１ｍの範囲。

• 微細な地形が反映されたことで、崖地など局所的に津波高が

数ｍ変わった所もある。

• 各市町村の津波高の最大値に加え、各市町村の津波高の

平均値を算出し、合わせて整理した。

南海トラフの巨大地震による津波高・浸水域等（第二次報告）及び被害想定（第一次報告）について

○耐震化を推進 全壊建物棟数
（現在の耐震化率７９％） 627,000棟

（耐震化率９０％） 361,000棟 ４割減

（耐震化率９５％） 240,000棟 ６割減

○避難の迅速化 津波による死者
（早期避難率が低い場合） 約108,000人～約224,000人

全員が直後に避難
＋ 約8,000人～約52,000人 最大９割減

津波避難ビル

○地域全体として統一的・実効的な対策を推進するため、

南海トラフ特別措置法の制定に向けて検討

○南海トラフ巨大地震対策ワーキンググループの検討

• 経済被害、様々な被害シナリオを含めた被害想定の全体像

• 予防対策、応急対策、復旧・復興対策

• 「対策の全体像」をとりまとめ（冬）

○防災計画等への反映

• 防災基本計画の改定

• 南海トラフ巨大地震対策大綱

• 地震防災戦略

• 応急対策活動要領

 想定被害の比較

 １０ｍメッシュの津波高、浸水域  防災対策を実施することによる効果（例）

 南海トラフ巨大地震対策検討の今後の予定
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○浸水域

• 浸水深がわかるよう想定浸水域を整理した。


